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大学修学能力試験

大学修学能力試験は、大韓民国で実施されてい

る大学共通の入学試験で、通称「修能（スヌン）」

と呼ばれる。日本の大学入試センター試験と異な

るのは日本では国公立大学への進学希望者のみ受

験義務があるが、韓国では国立・公立・私立を問

わず４年制大学の志願者全員がこの試験を受けな

ければならない。受験生は、進学を希望する大学

によって各科目を選択して受験する。「言語領域」

「数理・探究領域」「外国語領域」の３領域が必須の

ほか選択科目を受験する。なお、韓国の高校では

第二外国語が必修となっており、諸言語のなかで

日本語が最も履修者が多い。内容は言語領域、数

理探求領域、外国語領域、社会領域、科学領域が

あり、それぞれ数科目選択する。数学は数理探求

領域にあり、理系が数学Ⅰ・数学Ⅱに加え確率統

計、微分積分、離散数学から１分野選択、文系は

数学Ⅰが必修である。

韓国の教育課程

韓国の教育課程は、１学年（小学１年）から１

０学年（高校１年）までは「国民共通 基本教育課

程」とし、小中高の学校段階の区分を弱め、学年

間の連携を強化している。また、１学年から１０

学年までは、数学の内容を「数と演算」「図形」「測

定」「確率統計」「文字と式」「規則性と関数」の

領域に構成し、一貫性をもたせている。

試験領域 試験時間 設問数 素点 備考

言語 ： ～ ： （９０分） ６０ ２００ 聞き取り問題：６題

数理 ： ～ （１００分） ３０ ２００ 非選択型３０％程度

社会探究 ～ （１２０分）

科学探究 ３０分 科目 ２０ 科目 １００ 科目 最大４科目

職業探究

外国語 ： ～ ： （７０分） ５０ ２００ 聞き取り問題：１７題

第２外国語 ： ～ ： （４０分） ３０ １００ 大学により必要な領域

１０学年（高校１年）では「数学」が必修科目

で、２年で「数学Ⅰ」が必修科目、２、３年では

「実用数学」「数学Ⅱ」「微積分」「確率統計」「離散

数学」の各科目から生徒が選択する。理系の生徒

は２、３年で「数学 」「微積分」「確率統計」「離

散数学」をすべて履修する。

学年 科目 単位

１０学年 数学 ４

１１学年 実用数学 ４

１２学年 数学 ８

数学 ８

数学 ８

微分と積分 ４

確率と統計 ４

離散数学 ４

数理・探究領域の問題

数理探求領域の問題はカ型 理系 は数学Ⅰ・数

学Ⅱに加え確率統計、微分積分、離散数学から１分

野選択する。ナ型 文系 は数学Ⅰだけである。理

系文系問題ともに３０題あり、文系はマークシー

ト形式が２１題、記述が９題あり、理系はマーク

シート形式が１７題、記述が８題ある。残りの５

題は「微積分」「確率統計」「離散数学」の分野か

ら一つの領域を選択してマークシート形式４題、

記述１題を解く。 点満点で試験時間は 分

間である。



微分積分選択問題

問題 　三角方程式

を

解き、その異なる解の和を求めよ。

問題 関数 について、

である。また、開区間

で である。

そのとき、 と等しく

なるものを次から選べ。

①

②

③

④

⑤

問題 につい

て、次の中から正しいものを選べ。

ア　 は極大値 をとる

イ　 となる が存在する

ウ　 は で下に凸である

①　ア

②　ウ

③　ア、イ

④　イ、ウ

⑤　ア、イ、ウ

問題

　

のとき、 の値を求めよ。

ただし、 とする。

問題

図１のように半径１の円上に３点 が

あり、 とする。 の内接円の

半径を とし、 とす

るとき、 ＋ の値を求めよ。

図 図

解答

解答 　

から

よって

から

から

よって

から 　

⑤ 答

解答

は条件より、下に凸の増加関数で、

は に対称だから、

② 答



図 図

図 図

解答

より、

極大

増減表より で極大で、

極大値

また、図より となる が存在する。

より

したがって、 で

以上よりウは成立しない。

③ 答

解答

よって、

の両辺 について微分すると、

を代入して、

よって

より、

④ 答

解答 より

の中点を 内接円の中心を とすると、

よって、

ここで とおくと、

よって より

答


